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データを抽出
し

 混乱を鎮めよ



テクノロジーが私たちの想像以上のスピードで進化する世界において、
いかに効率よく仕事を進められるかは、成功の鍵を握ります。
しかし現実には、無数のツールと終わりのない手作業に追われ、

データ管理はまるでハチの群れと格闘しているかのように感じられることも
少なくありません。

コピー

コピー
ペースト

ペースト

請求書ごとにレイアウトが
違うせいで、簡単には

見つからない。
どうして全部、同じ構造に

できないの？

また請求書、また
合計金額探し。
情報はどこかに
あるはずなのに、

今日、もう何回これを
やっただろう。

クリック、コピー、ペースト。
 またクリック、コピー、
ペースト。 ……もう限界！

もっと良い方法が
あるはずだ！



ドキュメントごとに違うレイアウト、
 違うデータ項目、
 違う抽出手順……。

毎日これだ。
 データは確かにあるのに、

 ドキュメントの中に閉じ込められたまま。
正直、うんざりする。



アレックス、もう限界よ！

ドキュメントに埋もれたデータに
 簡単にアクセスできないせいで、
 分析も自動化も全然進まない。

完全にボトルネックだわ。

それに開発チームは
 「AI 用のデータがノイジー
すぎる」って言うばかり。

 ……正直、何がそんなに問題
なのかも分からないけど。

セキュリティとか、
コンプライアンスとか……

言いたいこと、分かるでしょ？

それだけじゃないわ。
 アプリやプラグインをこれだけ

維持するのも、もう限界。
使うなら、必ず自社システム内で
完結するものじゃないと困るの。

あなたにお願いしたいの。
 ……正直、選択肢はあまりない

けど。

もっと良い、自動化されたデータ抽出
システムを作って。意味のあるデータを
きちんと取り出して、 そのままシステ

ムに流し込める仕組み。
……できるわよね？

欲しいのは、ちゃんと動いて
手間のかからない一つのソリュ

ーション！



……分かった。

やってみる。

まずは一手目だ。

 ドキュメントの種類ごとに、

カスタムの抽出スクリプトを

作る……。

新しいドキュメントが出るたびに、

 抽出ロジックを一から作り直し。

手間は増えるのに、

 スピードは全然上がらない。

正直、自分たちでコントロール

できてる気がしない。

汎用 API は信用できない。

 構造を理解してないんだ。

テキストを引っ張ってくるだけで、

 テーブルも重要な項目も見てくれない。

これじゃ、 チームがドキュメント

形式と戦う時間ばかり増える。

しかもカスタム作業が

終わらない。

……これは難しいな。
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ERROR!

ERROR!
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ERROR!



これかもしれない!

……もっと良い方法が
あるはずだ。

ちょっと
良さそうだな。

「クリーンな JSON を抽出」？
これは……

……待てよ？
「スマートデータ抽出」？

必要なのは、
安心して任せられる、たった
一つのソリューション。

抽出フローを完全に
コントロールできる SDK？
 しかもオンプレミス？
 データが外に出ない？



APRYSE によって、アレックスはついに答えを見つけました。
 ドキュメントはもはやブラックホールではなく、価値あるデータソースへと
生まれ変わったのです。さらに重要なのは、APRYSE がアプリにネイティブ統
合され、 すべての機密データが自社インフラ内で安全に管理される点です。

スマートデータ抽出、
すごいな！

PDF、スキャン、フォーム……
 バラバラなデータを、クリーンで

ラベル付きのデータに変えてくれる。
レイアウトも、階層も、テーブルも、

 ちゃんと分かってる。



もう、 面倒なデータ抽出や
手作業に振り回されない。
複雑なドキュメント処理は 
APRYSE に任せて、俺たちは

使える、構造化されたデータだけ
受け取ればいい。

この SDK なら、 抽出フローも
出力も思い通りだ。

精度は高いし、 システムにもスムーズに
組み込める。

開発スピードが、一気に変わった。



オフィスには再び活気が戻ります。価値あるデータがスムーズに流れ、 
複雑な作業は無理なく自動化され、 チームの士気も大きく高まって

いきます。アレックスは、強力な新たなパートナーとともに、データの
混沌を、構造化された明瞭さへと変えました。

すごい……！ 仕事がどんどん進む! 

アレックス、本当にすごいわ。
ドキュメントに閉じ込められてた
データを、ついに分析や自動化に

使えるようになった。
AI 用の学習データもクリーンだし、
 オンプレミスだからセキュリティも

安心ね。
このソリューションは、

 正確なデータ抽出だけじゃない。
セキュリティも、コンプライアンスも万全。

 しかもネイティブ統合で、
 データはすべて自社インフラ内。

IT にとって、これは
本当に大きな成果だ。

素晴らしい仕事だ、
アレックス君。

データはクリーン。
 構造も完璧。

 欲しい場所に、ちゃんとある。
もう PDF の中を探し回ら

なくていいわ。

ドキュメント形式に悩む時間もない。
これは、完全に

ゲームチェンジャーだ。



APRYSE とともに、アレックスが築いたのは単なるソリューションでは
ありません。 それは、データを抽出し、活用するための新しい方法でした。
生産性を取り戻し、フラストレーションを解消し、 ドキュメントの中に閉じ

込められていた データの真の可能性を解き放つための方法です。



　混沌から明確さへ。
構造化データは

スマートなデータ抽出から始まります

キーバリュー、テーブル、レイアウトなど、
 複雑なドキュメントに含まれる構造を正確に認識し、

 分析、自動化、より賢い意思決定のための
構造化されたラベル付きデータを提供します。

APRYSE のスマートデータ抽出と WEB SDK について、

 ぜひ詳細をご覧ください。

今日から始めよう！
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